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市民記者が行く！！市民記者が行く！！

市の人口　１月１日時点　●総人口 49,718人（前月比－19）　●男 25,051人（前月比＋30）　●女 24,667人（前月比－49）　●世帯数 21,600世帯（前月比－20）

かめやま見てある記
「関の山」はどこの山？「関の山」はどこの山？

市民記者　中川 浩伸さん

このコーナーでは、元気な亀山っ子の写真を

募集しています。掲載を希望する人は、

広報秘書グループ（☎84－5021）へご連絡ください。

て、豪華絢爛の山車が町内を練り歩きます。この山
車がとても立派なものであったので、関の“やま”以
上のものは作れないといわれるようになり、これ以
上はない精一杯の状態が関の山と表現されるよう
になったそうです。また、町内の街道を山車がふさ
いでしまうため、これ以上通ることができない様子
を表して、関の山という言葉が生まれた説もあるそ
うです。
　関宿は、東海道五十三
次の47番目の宿場町で、
現在も江戸時代の風情を
感じさせるまち並みが残
されています。また、日本
最古の地蔵菩薩で知られ
る地蔵院も現存していま
すので、ぜひ訪れてみて
はいかがでしょうか？

　「関の山」、誰もが一度は聞いたことがある言葉だ
と思います。例えば、「どんなにがんばって勉強して
も第２志望が関の山だ」とか、「２回戦突破が関の山
だ」など、力の限界を表現する言葉として使われま
す。では、関の山は一体どこの山なのでしょう？
　これは、実際の山のことではないそうです。関と
は今で言う市内関町、山とは山

や ま

車のことです。
　関町は、東海道の宿場町の１つである関宿として
栄えたまち。毎年７月下旬には、江戸時代から続く
といわれる伝統行事「関宿祇園夏まつり」が行われ
ているのはご存じだと思います。夕方から夜にかけ

いつも明るく元気でね！のびのび育ってね！
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